
科目名 Vocabulary BuildingⅡ（前期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 山田 美絵（実務経験：英語塾経営 30 年間） 

学科・学年 英語科２年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

TOEIC®受験に必要な語彙を学習する。 

選択問題に答えられるだけでなく、自己発信できる語彙力を鍛えるため、書き取りや音読

も行う。 

また、事務的に単語を暗記するのではなく、接辞や語根学習を通じて「忘れない語彙力」

を身につける。（演習） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．授業概要説明・Section A Unit 1 

２．Section A Units 2-3・接頭辞（『間』系） 

３．Section A Units 4-5・接尾辞（名詞をつくる） 

４．Section A Units 6-7・接頭辞（『前方』系） 

５．Section A Units 8-9・接尾辞（動詞をつくる） 

６．Section A Units 10-11・接頭辞（『到達点・方向』系） 

７．Section A Units 12-13・接尾辞（形容詞をつくる） 

８．Section A Units 14-15・接頭辞（『同伴』系） 

９．Section A Units 16-17・接尾辞（副詞をつくる） 

10. Section A Units 18-19・接頭辞（『反対』系） 

11. Section A Units 20-21・接尾辞（その他） 

12. 前期末試験 

13. Section A Units 22-23・接頭辞（『円』系） 

14. Section A Units 24-25・接頭辞（『近接』系） 

15. Section A Units 26-27・接頭辞（『貫通』系） 

使用テキスト 

・教材等 
Expanding Your Vocabulary Skills 

成績評価方法

及び 

基準 

授業参加内容、授業毎の語彙テスト・定期試験を総合評価、 

100点満点で採点し、60点以上を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

毎週行う語彙テストのために、自宅学習を必ずすること。 

履修に 

当たっての 

留意点 

苦手項目をそのままにせず、積極的に質問をすること。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 Vocabulary BuildingⅡ（後期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 山田 美絵（実務経験：英語塾経営 30 年間） 

学科・学年 英語科２年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

TOEIC®受験に必要な語彙を学習する。 

選択問題に答えられるだけでなく、自己発信できる語彙力を鍛えるため、書き取りや音読

も行う。 

また、事務的に単語を暗記するのではなく、接辞や語根学習を通じて「忘れない語彙力」

を身につける。（演習） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．授業概要説明・Section A Unit 1 

２．Section A Units 28-29・接頭辞（『越えて』系） 

３．Section A Unit 30, Section B Unit 1・接頭辞（『下』系） 

４．Section B Units 2-3・接頭辞（『以前』系） 

５．Section B Units 4-5・接頭辞（『うしろ/あと』系） 

６．Section B Units 6-7・接頭辞（『分離』系） 

７．Section B Units 8-9・接頭辞（『空間』系） 

８．Section B Units 10-11・接頭辞（『欠如』系） 

９．Section B Units 12-13・語源（数字由来） 

10. Section B Units 14-15・語源（音楽用語由来） 

11. Section B Units 16-17・語源（ラテン語由来） 

12. 前期末試験 

13. Section B Units 18-19・語源（ギリシャ語由来） 

14. Section B Units 20-21・接辞復習 

15. Section B Units 22-23・語源復習 

使用テキスト 

・教材等 
Expanding Your Vocabulary Skills 

成績評価方法

及び 

基準 

授業参加内容、授業毎の語彙テスト・定期試験を総合評価、 

100点満点で採点し、60点以上を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

毎週行う語彙テストのために、自宅学習を必ずすること。 

履修に 

当たっての 

留意点 

苦手項目をそのままにせず、積極的に質問をすること。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 児童英語教育Ⅰ（前期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 近藤 桜花（実務経験：ペッピーキッズクラブで 12年間講師を務める） 

学科・学年 英語科１年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

子どもたちはマネの天才です。講師の発音をそのまま真似してしまうため、講師の発音は

とても重要になります。また、楽しみながらでないと子どもたちはすぐに飽きてしまうた

め、歌・チャンツやゲームを取り入れることも必要です。 

この授業では将来英語を教える立場になる事を想定して、発音の向上、歌やゲームのレパ

ートリーを増やすことが目的です。発音の向上は英語の読み方のルールである「Phonics」

を学びながら練習していきます。 

また、海外のイベントなども取り上げるなどして楽しみながら英語を学ぶことも体験して

いただきます。 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１． Hello Song（練習・発表）／Phonics Alphabet／Two Truth and a Lie 

２． Seven Steps／Phonics Alphabet／Easter Egg作り 

３． The Alphabet／Short Vowels／絵しりとり 

４． Hokey Pokey／Short Vowels／20 Questions 

５． BINGO／Silent E／BONGO 

６． Row, Row, Row Your Boat／Silent E／Bomb Game 

７． Head, Shoulders, Knees and Toes／Polite Vowels／Anything Goes Basket 

８． The Finger Family／Polite Vowels／Up Down 

９． London Bridge／Consonant Digraphs／Who, What, Where, When 

10． 歌の復習 ／Consonant Digraphs／動物の鳴き声 

11． 前期末実技試験 

12． 前期末試験 

13． Ten Little Indians／Vowel Digraphs／Explain Game 

14． Good Morning to you／Vowel Digraphs／しりとり Bomb Game 

15． I’ve Been Working on the Railroad／Consonant Blends／What time is it Mr. Wolf? 

使用テキスト 

・教材等 
頭のいい子が育つ英語のうた 45選／Active Phonics 

成績評価方法

及び 

基準 

口頭試験 60 点、平常点 20点、発表や提出物 20点の合計 100点満点のうち、60点以上を

合格とします。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

授業で習った歌やチャンツの練習をしてください。 

履修に 

当たっての 

留意点 

歌やチャンツを歌うときは生徒の前に立つことを意識してください。ゲームのパートは楽

しんで参加してください。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 児童英語教育Ⅰ（後期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 近藤 桜花（実務経験：ペッピーキッズクラブで 12年間講師を務める） 

学科・学年 英語科１年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

子どもたちはマネの天才です。講師の発音をそのまま真似してしまうため、講師の発音は

とても重要になります。また、楽しみながらでないと子どもたちはすぐに飽きてしまうた

め、歌・チャンツやゲームを取り入れることも必要です。 

この授業では将来英語を教える立場になる事を想定して、発音の向上、歌やゲームのレパ

ートリーを増やすことが目的です。発音の向上は英語の読み方のルールである「Phonics」

を学びながら練習していきます。 

また、海外のイベントなども取り上げるなどして楽しみながら英語を学ぶことも体験して

いただきます。 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１． Twinkle, Twinkle, Little Star／Consonant Blends／Get the Cards 

２． Old Macdonald Had a Farm／Murmuring Vowels／Shopping List（クラフト） 

３． If You’re Happy and You Know It／Murmuring Vowels／Darts 

４． Under the Spreading Chestnut Tree／Plurals／What’s Missing? 

５． Sunday, Monday, Tuesday／Plurals／Hanged Man 

６． Mary Had a Little Lamb／Third Person Singular S／Vocab Game 

７． The Wheels on the Bus／Third Person Singular S／Who am I? 

８． Do Re Mi／Past Tense／Snake Game 

９． We Wish You a Merry Christmas／Past Tense／Don’t say 21 

10． Silent night／Other Rules／Bamboo Shoot Game 

11． 歌の復習／Other Rules／Quiz 

12． 後期末実技試験／Christmas Lesson 

13． Humpty Dumpty／復習すごろく制作／Shouting Game 

14． 後期末試験 

15． 復習すごろく制作 

使用テキスト 

・教材等 
頭のいい子が育つ英語のうた 45選／Active Phonics 

成績評価方法

及び 

基準 

口頭試験 60 点、平常点 20点、発表や提出物 20点の合計 100点満点のうち、60点以上を

合格とします。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

授業で習った歌やチャンツの練習をしてください。 

履修に 

当たっての 

留意点 

歌やチャンツを歌うときは生徒の前に立つことを意識してください。ゲームのパートは楽

しんで参加してください。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 児童英語教育Ⅱ（前期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 長野 よしみ（実務経験：(株)スマイルイングリッシュクラブ等で 30年間教務に携わる） 

学科・学年 英語科２年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

英語学科で学ぶ学生を対象として、過去に学んだ知識ではなく世界で通用する人になるた

め、英語力・自分の頭で考え、自分の関心に基づいて学び続ける力（知力）、他者の学び

に貢献する力をつける。さらに児童に対しどのような考えで英語教育を行うか、具体的な

指導法と合わせて学び、習得する。  

また日本の児童に人気のある英語の歌を取り入れ、将来親になったときに役立つ歌の背景

も学べるように配慮していく。児童英語教育に携わっている経験をもとに、季節の英語イ

ベントなどを授業に取り入れその文化も一緒に教える。（演習） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．英語力が伸びる子と伸びない子の違い / Tomorrow  

２．英語を自分で学ぶ子どもに / Ob-La-Di, Ob-La-Da  

３．英語を自分で学ぶ子どもに / Do Re Mi  

４．英語の頭を授ける / The Lion Sleeps Tonight  

５．英語の頭を授ける / Humpty Dumpty  

６．英語で終わらせない / Edelweiss  

７．英語で終わらせない / Over The Rainbow  

８．幼稚な英語は損 / Puff, the Magic Dragon  

９．本物の英語力 / Twinkle,Twinkle,Little Star  

10．学習方法は時期によって変わる / My Favorite Things  

11．通常の英語学習で頭のいい子は育つ / Singin’ in the Rain  

12．子どもは親の学ぶ姿勢を見ている/ Take Me Home, Country Roads  

13．英語が好きな子を育てる環境づくり / Grandfather’s Clock  

14．絵本紹介  

15．Presentation 発表 

使用テキスト 

・教材等 

ほんとうに頭がよくなる世界最高の子ども英語 

頭のいい子が育つ英語の歌45選 

成績評価方法

及び 

基準 

・８割以上の出席 

・口頭試験の評価を 80点、平常点 20 点の合計 100点満点のうち 60点以上 

上記、いずれをも満たした場合を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

教材のCDを聞いて歌を歌えるように覚えてくる。  

履修に 

当たっての 

留意点 

将来教える側に立つことを意識して質疑応答に積極的に質問すること。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 



科目名 児童英語教育Ⅱ（後期 30時間（90分/コマ））   必修 ・選択 

担当教員 長野 よしみ（実務経験：(株)スマイルイングリッシュクラブ等で 30年間教務に携わる） 

学科・学年 英語科２年 

講義概要 

（到達目標 

及び 

授業の方法） 

英語学科で学ぶ学生を対象として、過去に学んだ知識ではなく世界で通用する人になるた

め、英語力・自分の頭で考え、自分の関心に基づいて学び続ける力（知力）、他者の学び

に貢献する力をつける。さらに児童に対しどのような考えで英語教育を行うか、具体的な

指導法と合わせて学び、習得する。  

また日本の児童に人気のある英語の歌を取り入れ、将来親になったときに役立つ歌の背景

も学べるように配慮していく。児童英語教育に携わっている経験をもとに、季節の英語イ

ベントなどを授業に取り入れその文化も一緒に教える。（演習） 

学修内容 

（授業計画） 

90 分/コマ 

１．遊んで好きになる①（身体ごと・声かけ）/ Little Peter Rabbit 他  

２．遊んで好きになる②（親の声・ゲーム）/ Today Is Monday他  

３．英語が気になる耳になる① / Under the Spreading Chestnut Tree他  

４．英語が気になる耳になる② / Mary Had a Little Lamb他  

５．英語にも文字がある① / Yankee Doodle他  

６．英語にも文字がある② / The Bear他  

７．Halloweenについて / Hokey Pokey他  

８．英語に自信を持つ最高の生活習慣 / Everyone Is Special他  

９．音と文字を結ぶ / The Alphabet他  

10．コンテンツを楽しむ / How Do You Do? 他  

11．ルールを理解する / Good Morning to You他  

12．英語で考える力を身につける / Sunday, Monday, Tuesday他  

13．前文法をマスターする / Ten Little Indians他  

14．知性と教養を磨く / If You’re Happy and You Know It他  

15．Presentation 発表 

使用テキスト 

・教材等 

ほんとうに頭がよくなる世界最高の子ども英語 

頭のいい子が育つ英語の歌45選  

成績評価方法

及び 

基準 

・８割以上の出席 

・口頭試験の評価を80点、平常点20点の合計100点満点のうち60点以上 

上記、いずれをも満たした場合を合格とする。 

授業時間外 

に必要な 

学修内容 

教材のCDを聞いて歌を歌えるように覚えてくる。 

履修に 

当たっての 

留意点 

将来教える側に立つことを意識して質疑応答に積極的に質問すること。 

名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 


